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(57)【要約】
【課題】軽量で、短時間に製造でき、経済的に得られる
折畳椅子の座を提供する。
【解決手段】座板１３は、プラスチック材料で作られ、
下方に屈曲する周縁枠部１７と、該周縁枠部の上方で平
板状に広がる上面部１８を有する。上面部には中央開口
１９が形成され、中央開口の周縁の上面部にはスリット
２２が設けられている。中央開口及びスリットの上面に
はこれらを覆うシート状の布ばね２４が一体的に固着さ
れている。上記座板の裏面に座枠１４を固定し、上面に
クッション材１５を載せ、表皮１６で包んで座１２とす
る。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチック材料で下方に屈曲する周縁枠部と該周縁枠部の上方で平板状に広がる上面
部を有する座板を設け、該上面部に中央開口を形成すると共に着座した際に中央開口の周
辺の上面部が撓むように中央開口の周縁の上面部にスリットを設け、中央開口及びスリッ
トの上面にこれらを覆うシート状の布ばねを一体的に固着し、上記周縁枠部で囲まれた座
板の裏面にパイプ材料で形成した座枠を固定し、該座枠を折畳椅子の座受部に固定するよ
うにした折畳椅子の座。
【請求項２】
　上記座板の裏面には座枠の外周を囲む保持爪が形成され、座枠は該保持爪と座板の裏面
間に嵌合状態で係合し一側で座板にねじ止めされている請求項１に記載の折畳椅子の座。
【請求項３】
　座板の上面の中央開口の周縁は、座板の後方側が大湾曲部に形成され、前方側はそれよ
り小さな二つの弧状の小湾曲部で形成されている請求項１又は２に記載の折畳椅子の座。
【請求項４】
　上記座板の裏面には前部の周縁枠部に沿って内方枠部が形成され、該周縁枠部と内方枠
部間には前方から後方に延びる複数のリブが並列して形成され、この内方枠部の端部及び
側方の周縁枠部には弧状の案内面を有する保持爪が複数設けられ、座板の後方側の周縁枠
部の内面には弧状の案内面を有する複数の小さなリブと、後方に開口する取付孔を有する
突部が形成され、上記座枠は上記保持爪と座板の裏面間に嵌着し後部で座板にねじ止めさ
れている請求項１に記載の折畳椅子の座。
【請求項５】
　上記請求項１ないし４のいずれかに記載の座を有する折畳椅子。
【請求項６】
　上記折畳椅子は、プラスチック材料で成形され多数の孔を有する板状の背もたれを具備
する請求項５に記載の折畳椅子。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、折畳椅子の座及びそれを用いた折畳椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　折畳椅子は、座を回動させることにより前脚、後脚を開閉して折り畳んだり、着座でき
るよう展開できる構造になっている。折畳椅子の座の先端は、自由端となって前方に延出
しており、また脚の開閉操作のとき、座の先端を把持して上方に持ち上げたり、下方に押
し下げたりするから、折畳椅子の座、特に先端はある程度の強度が要求される。一般的に
、座面となる板材を形成し、その上にウレタンフォーム等のクッション材を接着して座を
作り、これを脚フレームの側枠間に設けた支持板や座枠に取り付けている(例えば特許文
献１参照)ことが多い。このような構成の座は、着座した際のクッション性が乏しいので
、さらに快適性を重視するために、矩形状の金属パイプ枠を形成し、パイプ枠の内方にＳ
ばねを張り渡し、Ｓばねの上面にウレタンフォーム等のクッション材を載せ、カバーで包
んだばね座が知られている(例えば特許文献２参照)。しかし、このばね構造の座は、強度
があるとしても全体の重量が重くなり、軽快に取り扱いにくく、製造も面倒で、時間がか
かり、経済的に得にくい。折畳椅子ではないが、樹脂製の基板の上面に開口部を形成し、
この開口部に弾性シートを張設してクッション効果を高めた椅子の座も知られている。こ
の座は、前脚、後脚及び座枠が固定された椅子のように、脚フレームが固定式の椅子では
問題がないが、折畳椅子のように座の先端が座枠の前方に自由端状に延出していたり、こ
の先端を把持して回動操作させるような椅子の場合には、全体が樹脂製であるので、強度
的に問題があった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３４９０５３号公報（段落００１４、図１、図３）
【特許文献２】実開昭５９－７５１６２号公報（実用新案請求の範囲、第１図～第４図）
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案が解決しようとする課題は、重量が軽く、着座した際にはばね座のようなクッシ
ョン性があり、着座や折り畳み操作をするときには充分な強度があって耐久性があり、低
コストで簡単に製造できる折畳椅子の座及びそれを用いた折畳椅子を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案によれば、プラスチック材料で下方に屈曲する周縁枠部と該周縁枠部の上方で平
板状に広がる上面部を有する座板を設け、該上面部に中央開口を形成すると共に着座した
際に中央開口の周辺の上面部が撓むように中央開口の周縁の上面部にスリットを設け、中
央開口及びスリットの上面にこれらを覆うシート状の布ばねを一体的に固着し、上記周縁
枠部で囲まれた座板の裏面にパイプ材料で形成した座枠を固定し、該座枠を折畳椅子の座
受部に固定するようにした折畳椅子の座及びそれを用いた折畳椅子が提供され、上記課題
が解決される。
【０００６】
　また、本考案によれば、上記座板の裏面には座枠の外周を囲む保持爪が形成され、座枠
は該保持爪と座板の裏面間に嵌合状態で係合し一側で座板にねじ止めされている上記折畳
椅子の座が提供され、上記課題が解決される。
【０００７】
　さらに、本考案によれば、座板の上面部の中央開口の周縁は、座板の後方側が大湾曲部
に形成され、前方側はそれより小さな二つの弧状の小湾曲部で形成されている上記折畳椅
子の座が提供され、上記課題が解決される。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案は、上記のように構成され、プラスチック材料で下方に屈曲する周縁枠部と該周
縁枠部の上方で平板状に広がる上面部を有する座板を設け、該上面部に中央開口を形成す
ると共に、着座した際に中央開口の周辺の上面部が撓むように中央開口の周縁の上面部に
スリットを設け、中央開口及びスリットの上面にこれらを覆うシート状の布ばねを一体的
に固着し、上記周縁枠部で囲まれた座板の裏面にパイプ材料で形成した座枠を固定し、該
座枠を折畳椅子の座受部に固定するようにしたので、全体の重量を軽くでき、着座したと
きは中央開口を覆っている布ばねが弾性的に撓むとともに中央開口の周縁に形成したスリ
ットにより上面部が容易に撓むから、ばね座のような快適なクッション作用のある折畳椅
子が得られる。さらに、座の先端部に荷重が作用しても、座の裏面には、パイプ材料で形
成した座枠を固定してあるので、強度が増強され、座の先端部に腰かけても壊れることが
なく、また先端部をもって開閉操作をしても座が変形したり、破壊されるおそれはない。
その上、上記布ばねは射出成形するとき座板と一体化させることができ、この座板に座枠
をはめ込み、クッション材等を組み合わせることにより簡単に製造でき、経済的にかつ短
期間に得ることができる。
【０００９】
　また、上記座板の裏面に座枠の外周を囲む保持爪を形成し、座枠を該保持爪と座板の裏
面間に嵌合状態で係合し、一側で座板にねじ止めすると、座板と座枠の連結が確実になり
、開閉操作の際に座が振動、衝撃を受けても分離するおそれがない。さらに、座板の上面
の中央開口の周縁は、座板の後方側を大湾曲部に形成し、前方側はそれより小さな二つの
弧状の小湾曲部に形成すると、着座した際、臀部や腿部への当たりが柔らかになり、一層
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着座しやすくすることができる。上記座を取り付けた折畳椅子に、プラスチック材料で多
数の孔を有し弾力性のある板状に形成した背もたれを組み合わせると、着座した際に上記
座のクッション性と相乗して一層クッション性のある折畳椅子が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案の一実施例を示す側面図。
【図２】座を回転し、脚を折り畳んだ状態の正面図。
【図３】座の分解斜視図。
【図４】座板の底面図。
【図５】座板の側面図。
【図６】座板を成形する際の一部の説明図。
【図７】表皮を省略した座の一部の拡大断面図。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　本考案の折畳椅子の座は、種々の折畳構造の椅子に適用することができるが、図１、図
２は金属パイプ製の折畳椅子に適用した一実施例を示している。図１に示す折畳椅子の脚
フレーム１は、略Ｕ字状に形成した前脚２と、その上端に一連に形成した背もたれ枠３と
、該前脚の上部に先端を枢着した略Ｕ字状の後脚４を具備し、上記背もたれ枠３の先端に
背もたれ５を取り付けてある。図１に示す実施例においては、後脚４の上端には、ロッド
６を摺動可能に挿入してあり、該ロッド６の先端を前脚２に枢着７している。後脚４の側
面には連結部材８が突設されており、該連結部材８と前脚２の中間部にブラケット状の座
受部９を枢着１０，１１してあり、これにより前脚２及び後脚４は座受部９を介して折り
畳み可能に連結されている。
【００１２】
　上記座受部９に取り付けられる座１２は、プラスチック材料で成形した座板１３と、座
板１３の裏面に設けられる座枠１４と、座板１３の上面に設けられるクッション材１５と
、これらを覆う表皮(カバー)１６で構成されている。
【００１３】
　上記座板１３は、射出成形により約２．５～５ｍｍ程度、好ましくは約３ｍｍ程度の厚
さに成形され、周囲が下方に屈曲する周縁枠部１７と、該周縁枠部１７の上端から平板状
に広がる上面部１８を有する。該上面部１８には中央開口１９が形成されている。中央開
口１９の周縁は、座板の後方側が大湾曲部２０に形成され、前方側はそれより小さな二つ
の弧状の小湾曲部２１に形成されている。着座した際に中央開口１９の周辺の上面部１８
が容易に撓むように上記中央開口１９の周縁の上面部には横長のスリット２２が設けられ
ている。このスリット２２は、後部側及び側部側では中央開口１９の周縁に沿って一列づ
つ設けられ、前部側では二列設けられている。これらのスリット２２と中央開口１９の間
には連続する細幅の内方周縁枠２３があり、スリット２２は中央開口１９に開口していな
い。
【００１４】
　上記中央開口１９及びスリット２２の上面にはこれらを覆うシート状の布ばね２４が一
体的に固着されている。この布ばね２４は弾性繊維を織編した弾性シート材料であり、上
記座板１３を射出成形で成形する際、所定の大きさに切り取った布ばね２４を、図６に示
すように、キャビティー２５内に突設したピン２６に固定しておき、樹脂がキャビティー
内に射出されたときに樹脂と一体的に溶融されて一体化するようにしてある。
【００１５】
　上記座板１３の裏面には周縁枠部１７の前方部分に沿って内方枠部２７が形成され、該
周縁枠部１７と内方枠部２７間には前方から後方に延びる複数のリブ２８が並列して形成
されている。この内方枠部２７の端部には弧状の案内面２９を有する保持爪３０が複数設
けられており、この保持爪３０と同様の保持爪３０が座板の側面に延びる周縁枠部１７に
も設けられている。さらに、座板１３の後方側の周縁枠部１７の内面には弧状の案内面３
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されている。
【００１６】
　上記座枠１４は、金属パイプ材料を矩形状に湾曲し端部を溶接して構成され、上記座板
１３に形成した保持爪３０に外周の一部が囲まれる大きさに形成され、下面に取付ねじ孔
(図示略)を設けてある。そして、前辺から側辺を上記保持爪３０と座板１３の裏面間には
め込んだ後、後辺を後方のリブ３２と突部３４内方の案内面にはめ込み、後方から取付孔
３３にねじ３５を通して固着される。
【００１７】
　上記のようにして座枠１４を固定した座板１３には、上面にウレタンフォーム材料等の
クッション材１５が接着され、全体を袋状の表皮(カバー)１６で包むことにより座１２が
作られる。
【００１８】
　その後、上記座１２は脚フレーム１に形成した座受部９に載置され、ねじ３６を上記座
枠１４の取付ねじ孔にねじ込んで固定される。
【００１９】
　上記背もたれ５は、プラスチック材料を射出成形して両端に接続部３７を有する板状に
形成され、背あて面には多数の孔３８を具備し、柔らかな弾力性を有している。
【００２０】
　上記のように、本考案の座は、構成が簡単であり、コストかからず、短期間で製造でき
、折畳椅子の脚フレームに取り付けて使用すると、着座したり、脚の開閉操作をしたとき
に、耐久性があり、かつ快適なクッション効果を得ることができる。また、脚フレームに
、上記のように、多数の孔を有する弾力性のある板状の背もたれを設けると、上記座と相
俟って一層クッション性に富んだ折畳椅子が得られ、快適に着座することができる。
【符号の説明】
【００２１】
１　脚フレーム
２　前脚
３　背もたれ枠
４　後脚
５　背もたれ
１２　座
１３　座板
１４　座枠
１５　クッション材
１６　表皮(カバー)
１７　周縁枠部
１８　上面部
１９　中央開口
２２　スリット
２４　布ばね
３０　保持爪
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